
平成１７年度伊豆市決算概要 

 

平成17年度の地方財政は、国の三位一体改革による補助金の一般財源化、地方交付税の減

少が進み、厳しい財政状況となりました。国、地方を通じた行政改革への取り組みの具体化

も求められ、特に、地方においては、自治体ごとに知恵を出し、独自性をどのように実現す

るかが問われており、伊豆市におきましても行政改革大綱、集中改革プランを策定し、行財

政改革に向けた取り組みをスタートさせました。 

平成17年度の主要事業の成果についてですが、新火葬場建設は、用地取得に続き、造成工

事に取り組んでいます。造成工事は、平成18年度までの継続工事となっており、平成20年3

月完成にむけ順調に進んでおります。 

 次に、天城北道路についてですが、本立野トンネルが貫通し、現在、大平インターチェン

ジ側の工事が進められています。アクセス道路の進捗状況ですが、狩野川に架かる橋の工事

に着手したほか、道路部分についての用地買収をすすめています。 

教育関係ですが、小中学校の施設整備事業として、土肥小学校屋内体育館の建替え工事が

完了し、現在修善寺東小学校の体育館の建替え工事を18年度までの2ヵ年事業で着工いたし

ました。 

なお、田方地区消防組合の南署建設用地については、修善寺・日向地区に決定し平成18年

度から着工とし平成19年度中の完成の予定となっています。 

施設の見直しでは、国民宿舎の存続について、市営施設運営委員会の答申を基に検討を重

ねた結果、廃止売却の方針となり平成18年1月末で営業を打ち切り、木太刀荘については年

度内の売却をいたしました。 

会計ごとの決算では、老人保健特別会計においては、医療給付等の減少から、国の概算交

付額が減額となるなどのため、2,933万円の歳入不足となったほか、天城ふるさと広場事業に

おいても宿泊利用者の減少から579万円の欠損となりました。 

 



平成17年度の地方財政状況調査における普通会計の決算状況では、 

歳入決算額 １８，５１５，０４９千円（前年度 ２０，６３１，８８７千円） 

歳出決算額 １７，１６３，６２３千円（前年度 １８，８１３，０３９千円） 

形式収支   １，３５１，４２６千円（前年度  １，８１８，８４８千円） 

実質収支   １，２８０，０００千円（前年度  １，４５８，４６０千円） 

となり、実質収支では前年度に引き続き黒字決算となっています。しかし、前年度の実質収

支を差し引いた単年度収支では△178,460千円となり赤字決算となりました。さらに単年度収

支から財政調整基金への積立や地方債の繰上げ償還、財政調整基金の取崩を差し引いた実質

単年度収支では△506,219千円の赤字決算となりました。このため、実質単年度収支での黒字

化を当面の課題として、行財政の見直しを行っていきます。 

 

平成17年度一般会計の決算の概要について 

平成17年度の一般会計は、５回の補正予算と前年度からの繰越事業予算などで、最終予算

額は172億6,237 万円となりました。このうち、災害復旧事業費など2億9,860 万円が平成

18年度への繰越となりました。 

歳入決算額は予算に対し5億5,118 万円多い178億1,355 万円でした。主なものでは、法

人市民税の減少の影響で市税収入が前年度に比べ２億2,054万円減少し46億414万円、地方

交付税が前年度における法人市民税の伸びや特別交付税における合併経費等の算定額の減少

の影響により3億4,060万円減少し50億3,072万円でした。市債は前年度は減税補てん債の

借換えがあったことや普通交付税の振替分として借り入れた臨時財政対策分が減少したこと

などで9億2,660万円減少し15億3,920万円でした。 

一方、歳出決算額は164億8,581万円で95.5％の執行率となっています。前年度との比較

では、前年度に合併に伴う電算システムの整備や戸籍の電子化などの経費があったため、総

務費が8億8,520万円減額の21億1,730万円、前年度に減税補てん債の借換えがあったこと

 



などにより公債費が7億4,350万円減額の23億3,176万円、教育費が中伊豆給食センター改

築工事の完了などにより2億9,666万円減額の22億120万円となるなど、総額で20億2,227

万円の減額となりました。 

なお、衛生費、農林水産業費、土木費、災害復旧費において事業実施が翌年度に繰り越さ

れたことなどのため、平成18年度に繰り越した財源を差し引いた実質収支は12 億 5,631 万

円の黒字となり、このうち約半分の 6 億 2,820 万円を地方自治法の規定に基づき財政調整基

金に編入しました。この結果編入後の財政調整基金の残高は23億2,987万円となりました。 

 

 


